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W17a InFOCµS 気球搭載用硬X線望遠鏡の性能評価 (2)
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10keV以上の硬 X線領域では、温度数 keV程度の高温プラズマからの熱的放射が弱まるので、相対的に逆コ
ンプトン散乱やシンクロトロン放射といった非熱的放射が優勢になる。硬X線領域の撮像観測は銀河団や活動銀
河核などの非熱的成分の放射機構の解明に非常に有用である。そしてこれらの起源を探ることで、これまで不明
だった粒子加速や磁場のメカニズムを明らかにすることが可能となる。しかし、単一膜による全反射を利用した
従来のX線望遠鏡では硬X線領域を観測することは非常に困難であった。そこで、我々は多層膜スーパーミラー
を用いて、硬X線領域で高い反射率を持つ硬X線望遠鏡の研究開発を行っている。また、InFOCµSは名古屋大
学と NASA/GSFCが共同で行なっている硬 X線撮像観測気球計画であり、2001年に第 1回フライトを行ない、
硬X線撮像観測に成功した。
第 2回フライトでは、改良を加え新たに製作した 1/4望遠鏡 (quadrant)を加えた新しい望遠鏡を搭載した。主
な改良点としては、基板の材質変更とレプリカ母型の選別を含めた反射鏡の製作方法、多層膜スーパーミラーの
パラメータの最適化、反射鏡の組み上げ方の 3点である。フライト前に宇宙科学研究本部 30mビームラインで測
定を行なったところ、各 quadrantの結像位置は約 5秒角以内で一致しており、それぞれの光軸は約 3分角以内で
一致していた。vignetting測定で得られた視野は、20-40keVで約 10分角となり、エネルギーによらず十分に視野
が確保されている。望遠鏡の結像性能を表すHPDは 8keVで 2.47分角が得られた。有効面積は 30keVで 58cm2

であり、これは前回のフライトに使用した望遠鏡に比べ 16%の向上が見られた。本講演では、これらの宇宙科学
研究本部における実験結果に基づいた望遠鏡の性能評価について報告する。


